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SVBL研究科胃成果
NNr=よる推論の正答率(刀性I BNr=よる推論の正答率(男性)
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5.2.まとめ
本研究では,特定の聞き手の知覚感性についてモデル
化を行ってきた.その中で,ある特定の状況ではモデル
化は有効であり,ある程度の正答率を実現できることが
わかった.しかし,人の感性は暖味で変化があり,人に
よっても異なることも改めてわかった.
本研究では,知覚感性をモデル化する際に人間の心理
に対しての知識を持っていない者を被験者としたが,人
間の心理にしっかりとした概念を持つ被験者を採用する
ことで優れた知覚感性モデルを構築することが可能であ
ると考えられる.
今後の展望としては,まず特徴量の見直しによる正答
率の向上が考えられる.また,今回は特定の聞き手につ
いてモデル化したが,対象をグループ化することでその
グループ内での一般的な感性をモデル,化できると思われ
る.さらに,語 情報 ･視覚情報との連携によるマルテ
ィメディア的な感性のモデル化が考えられる.しかし,
これらの場合は唆味な変化に対してそれぞれモデル化を
行わなければならないため,聞き手の変化に対してモデ
ルが変化させる等,新たな手法を提案する必要があると
言える.
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